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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第189期

第１四半期連結
累計期間

第190期
第１四半期連結
累計期間

第189期

会計期間

 
自平成23年4月１日
至平成23年6月30日

 

 
自平成24年4月１日
至平成24年6月30日

 

 
自平成23年4月１日
至平成24年3月31日

 

営業収益（千円） 1,296,018 1,333,663 5,594,303

経常利益（千円） 25,265 47,257 184,528

四半期(当期)純利益（千円） 25,720 46,905 182,911

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
63,598 42,961 1,018,356

純資産額（千円） 8,283,393 9,278,814 9,235,942

総資産額（千円） 22,947,286 22,974,688 23,238,192

１株当たり四半期(当期)純利益金額

（円）
1.73 3.15 12.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 36.1 40.3 39.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

　　　　　しておりません。　

　　　２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　　　　　ません。　

　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

  また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に 

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当社グループは、鉄道事業を中心に輸送の安全確保を最優先に取り組み、営業活動ではイベントの実施や沿線市町

・同業他社などと連係した積極的な誘客活動を実施し、収益の確保に努めてまいりました。

　当第１四半期は、観光事業においてゴールデンウィークや６月の天候不順により売上げの伸び悩みもありました

が、連結累計期間の営業収益は、1,333百万円、前年同期に比べて2.9％増加いたしました。営業利益は、前年同期比

51.4％増の55百万円、経常利益は前年同期比87％増の47百万円、四半期純利益は前年同期比82.4％増の46百万円と

なりました。前年同期の東日本大震災の影響による落ち込みからの回復傾向もみられるものの、経営環境は依然厳

しい状況が続いております。

　セグメントの業績は次のとおりです。

［鉄道事業］

  旅客部門におきましては、わくわく鉄道フェスタや関係団体などど協力したハイキング等を実施し収益の向上を

図った他、前年同期における東日本大震災の影響からの回復もあり定期、定期外収入とも前年同期に比べ増加いた

しました。

　貨物部門におきましては、継続的に安定したセメント需要を受け、堅調に推移いたしました。

　一方、営業費用においては、電力不足に対応した運行本数の削減を通常運行に戻したことによる電力使用量の増加

及び修繕費の増加等により前年同期に比べ増加いたしました。

　以上の結果、営業収益は前年同期比2.8％増の836百万円、営業損失は10百万円となりました。　

　

[鉄道事業旅客人員と旅客収入及び貨物トン数と貨物収入]　

　
当第1四半期 前第1四半期

　増減率（％）
連結累計期間 連結累計期間

　旅　客　人　員

定　　　期 千　　人 　　　　 1,505　　　　 1,485 　　　　　 1.3

定　期　外 〃 　　　　　 695 　　　　　 643 　　　　　 8.1

計 〃 　　　　 2,201　　　　 2,129 　　　　　 3.4

　貨　物　ト　ン　数 　 千トン 　　　　　 449 　　　　　 450 　　　　△ 0.3

　旅　客　収　入

定　　　期 百万円 　　　　　 211 　　　　　 211 　　　　　 0.1

定　期　外 〃 　　　　　 296 　　　　　 271 　　　　　 9.2

計 〃 　　　　　 508 　　　　　 482 　　　　　 5.2

　貨　物　収　入 　 〃 　　　　　 266 　　　　　 266 　　　　　 0.1

　

［不動産事業］

　不動産事業におきましては、分譲地販売や請負工事が減少し、営業収益は前年同期比10.4％減の129百万円、営業利

益は70百万円となりました。
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［観光事業］

　観光事業におきましては、ゴールデンウィークや6月の天候不順等の影響を受け、営業収益は前年同期比8.3％減の

62百万円、営業損失は7百万円となりました。

［バス事業］

　バス事業におきましては、前年同期の東日本大震災の影響を脱しつつあり、当期の営業収益は前年同期比26.4％増

の112百万円、営業利益は0百万円となりました。

［その他事業］

　その他事業におきましては、営業収益は前年同期比0.6％減の297百万円、営業損失は1百万円となりました。

　

（２）財政状態の状況

　当第１四半期連結累計期間における財政状態について、総資産は、流動資産のその他に含まれる未収金の減少等に

より、前連結会計年度末に比べ263百万円減少し、22,974百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度に比べ306百万円減少し13,695百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加等により、9,278百万円となり自己資本比率は40.3％となりました。　

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　連結業績予想につきましては、平成24年5月15日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期

の連結業績予想に変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
 第１四半期会計期間末
 現在発行数（株）
（平成24年6月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年8月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000
大阪証券取引所

JASDAQ（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 15,000,000 15,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年4月1日～　

平成24年6月30日
－ 15,000 － 750,000 － 14,106

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

　

①【発行済株式】

 平成24年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　128,000 － 　　　　　－

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,630,000 14,630　　　　　－

単元未満株式 　普通株式　　242,000 －
１単元（1,000株）　　　

　未満の株式

発行済株式総数 15,000,000 － －

総株主の議決権 － 14,630 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が2,000株（議決権２個）含

まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

秩父鉄道株式会社

埼玉県熊谷市曙町一丁目

1番地
128,000－ 128,000 0.85

計 － 128,000－ 128,000 0.85

　（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株式数は、129,138株であります。 

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 703,047 814,954

受取手形及び売掛金 386,284 378,313

分譲土地建物 349,771 340,832

商品及び製品 27,458 28,995

原材料及び貯蔵品 57,882 97,195

その他 373,257 28,858

貸倒引当金 △8,768 △10,590

流動資産合計 1,888,934 1,678,559

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,226,995 13,227,334

減価償却累計額 △8,698,374 △8,746,924

建物及び構築物（純額） 4,528,620 4,480,410

機械装置及び運搬具 5,150,342 5,073,922

減価償却累計額 △4,541,572 △4,456,531

機械装置及び運搬具（純額） 608,770 617,391

土地 15,595,321 15,595,321

その他 625,355 627,429

減価償却累計額 △568,180 △570,606

その他（純額） 57,174 56,822

有形固定資産合計 20,789,887 20,749,946

無形固定資産 36,280 34,393

投資その他の資産

投資有価証券 474,946 469,497

繰延税金資産 1,408 1,368

その他 63,014 61,790

貸倒引当金 △16,277 △20,867

投資その他の資産合計 523,091 511,788

固定資産合計 21,349,258 21,296,128

資産合計 23,238,192 22,974,688

EDINET提出書類

秩父鉄道株式会社(E04136)

四半期報告書

 8/17



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 415,042 199,745

短期借入金 1,160,683 1,220,000

1年内返済予定の長期借入金 1,286,717 1,282,548

未払法人税等 9,468 3,182

未払消費税等 37,979 43,500

繰延税金負債 205 184

賞与引当金 198,787 112,552

その他 830,403 743,934

流動負債合計 3,939,287 3,605,647

固定負債

長期借入金 2,828,616 2,898,319

繰延税金負債 130,646 129,118

再評価に係る繰延税金負債 5,318,213 5,318,213

退職給付引当金 1,476,367 1,453,491

特別修繕引当金 － 5,200

長期預り金 309,118 285,883

固定負債合計 10,062,962 10,090,225

負債合計 14,002,250 13,695,873

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 21,998 21,998

利益剰余金 △1,059,264 △1,012,358

自己株式 △27,905 △27,994

株主資本合計 △315,171 △268,354

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 240,646 236,726

土地再評価差額金 9,299,294 9,299,294

その他の包括利益累計額合計 9,539,940 9,536,020

少数株主持分 11,173 11,149

純資産合計 9,235,942 9,278,814

負債純資産合計 23,238,192 22,974,688
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

営業収益 1,296,018 1,333,663

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 931,658 954,117

販売費及び一般管理費 327,870 324,302

営業費合計 1,259,528 1,278,420

営業利益 36,490 55,243

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 5,903 4,728

物品売却益 354 －

土地物件貸付料 488 1,508

助成金収入 1,373 2,548

貸倒引当金戻入額 84 1,872

その他 5,053 3,987

営業外収益合計 13,264 14,650

営業外費用

支払利息 23,234 21,243

その他 1,255 1,393

営業外費用合計 24,489 22,636

経常利益 25,265 47,257

特別利益

固定資産売却益 708 －

工事負担金等受入額 20,933 －

補助金受入額 － 200

特別利益合計 21,641 200

特別損失

固定資産圧縮損 20,933 200

固定資産除却及び撤去費 － 36

特別損失合計 20,933 236

税金等調整前四半期純利益 25,973 47,221

法人税、住民税及び事業税 323 300

法人税等調整額 △10 38

法人税等合計 313 338

少数株主損益調整前四半期純利益 25,659 46,882

少数株主損失（△） △60 △23

四半期純利益 25,720 46,905
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 25,659 46,882

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 37,938 △3,920

その他の包括利益合計 37,938 △3,920

四半期包括利益 63,598 42,961

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 63,646 42,985

少数株主に係る四半期包括利益 △48 △23
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【会計方針の変更】

当第１四半期連結累計期間　

（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）　

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

　なお、これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

　
　
【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 106,150千円 91,396千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

鉄道事業
不動産
事業

観光事業
　

バス事業 計

営業収益   　       

外部顧客

への営業

収益

811,975143,01767,96488,9941,111,951184,0661,296,018－ 1,296,018

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

1,9841,656 137 5 3,783115,251119,034△119,034 －

計 813,960144,67368,10188,9991,115,735299,3181,415,053△119,0341,296,018

セグメント

利益又は損

失（△）

△1,95478,852△85△16,98459,827△26,33333,4942,996 36,490

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タクシー事

業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額2,996千円には、固定資産未実現損益の消去額250千円、セグメ

ント間取引消去2,745千円が含まれております。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

鉄道事業
不動産
事業

観光事業
　

バス事業 計

営業収益   　       

外部顧客

への営業

収益

834,584128,01662,304112,4911,137,396196,2671,333,663－ 1,333,663

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

1,9211,656 173 － 3,751101,262105,013△105,013 －

計 836,506129,67262,478112,4911,141,148297,5291,438,677△105,0131,333,663

セグメント

利益又は損

失（△）

△10,48070,210△7,565 43 52,207△1,78050,4264,817 55,243

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タクシー事

業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整4,817千円には、固定資産未実現損益の消去額223千円、セグメン

ト間取引消去4,593千円が含まれております。

　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1円73銭 3円15銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 25,720 46,905

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 25,720 46,905

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,884 14,871

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

平成24年８月10日

秩父鉄道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　裕司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　正貴　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている秩父鉄道株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、秩父鉄道株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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